
 

 

 

 

 

 

どきどき半分、わくわく半分で迎えた学童読み聞かせ。中学生が入ってくるのを期待の眼差しで

迎える小学生。緊張しながらも、笑顔で読み始める中学生。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「えのないえほん」に、笑い声の絶えない元気なＡチーム。「それしかないわけないでしょう」

に、身を乗り出して楽しむＢチーム。「えんとつ町のプペル」を、真剣な眼差しで耳を傾けて聴く

Ｃチーム。チームによって反応は様々でしたが、小学生の子どもたちが本を楽しんでくれたことが、

今回の活動の成果です。企画してくれた部長さん、部長の思いに応えてくれたみんな、本当にあり

がとう。充実した活動になりました。 

読み聞かせやりきった号 

 


